
第２章第３節

マツノト遺跡2004の概要

中村友昭

熊本大学
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１．遺跡の位置と環境

マツノト遺跡は、鹿児島県大島郡笠利町宇宿字マツノト2117番地に所在する。遺跡は奄美大島の北

部、笠利半島の東海岸に面した海岸砂丘に立地する。遺跡は海岸に沿う南北200ｍに形成されており、

北側は喜子Ⅱ|で切断され、南側は台地に連続する。遺跡は1991年の開発工事と緊急発掘調査(1)に

よってそのほとんどを消失し、現在その北端部分が、包含層を剥き出しにしたまま残っているに過ぎ

ない。今回の調査区は残存する北端部で、標高6.0ｍから7.0ｍの緩傾斜面をなしている。
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図７．マツノト遺跡の位置
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図８．マツノト遺跡調査区設定図
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